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また，対照とした正常幼児については，歩行開始直後の幼児から 6 才まで，各年令層について， 12 
名ずつ Bragard 簡易測定法による足内側長軸アーチ(以下内側アーチと略す)の形成過程と， 3 才














内側アーチ下降度の表示には水野の G-index を用いた。 G-index 下降の成人正常直は平均 0.7mm
(労)前後， 3 才--6 才児では 2mm (%)前後である。
CP 児の場合， 3mm (%)以上のものが72.8%の多数に達し， 2mm (%)以下のものは17.4%に
すぎない。
G-index の下降 2mm (タ6) 以下のものを分析してみると，軽症中( 5 才以下に歩行を開始したも
の) 23.8%，中等症中(5 --10才に歩行を開始したもの) 13.3% と，もちろん軽症に多いが，ひどい
外反屑平足をなすものは， 10才をすぎると，その固定化がみられる。また，脳炎後遺症などで， 2--
























すなわち， CP 児の未成熟な状態は反射機構だけにとどまらず， 足骨格構造についてもいえること
である。
論文の審査結果の要旨
脳性麻庫児の足変形を非荷重時と荷重時において分析して非荷重時には尖足が，荷重時には外反扇
平足がもっとも多いことを示し，外反届平足の成因については， レ線計測の結果，荷重時期の遅れが
もっとも関係していることを明らかにした。よって，本研究は脳性麻庫児の足変形に関して新知見を
加えたので，博士号を授与するに値するものと認める。
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